
ＩＴの活用
地域の情報が
手に入る！

世代を越えた窓口

相談員のフォロー
アップ（スーパー
バイザー）

ホームページ →
ブログetc …
メール

情報の周知方法が
ない（情報難民が
いる）

総合相談窓口の
ホームページ作成

地域の中でつなが
りをもつ
（ネットワーク）

町会枠をこえる
つながり
ネットワーク

身近な相談相手

専門相談のところ
につなぐ、又は
本人が相談する

地域の人材育成 専門知識人材

福祉の専門的知識
のある人材
（リーダー的な）

人材（相談を
受ける）が少ない

専門相談が必要

ボランティアを調整
するところがない

総合のところで
話の内容整理し
振りわけする

人材
相談受けることの
できる人の配置

相談受付時間の拡大
（日中以外にも）

ホームページ上での
情報交換、相互相談
できる場を作る

ボランティア提供者、
受給者とも登録制、
会員制に

３６５日２４時間
受け付ける所がない

運営する人
平等（誰でも参加できる）

２４時間、土曜、
日曜、祝日の人材

なんでも相談
総合相談窓口
をまず１ヶ所作る

民間との協働が
できるかどうか

行政の委託
ではなく協働

財政がない場所の問題
（駅から近く？）
（それとも？）

気軽に立ち寄れる
身近な場所

場所の確保

いろんなスタイル
の場所を作る

空き教室
空き店舗
私塾の昼間

課題
・いつでも相談を受け
られる体制
・人材育成
・それぞれのグループ
のネットワークを

町内会、自治会、
学校PTA育成、

地区区民館、
老人会etc
の活用

行政行政

民間企業の
協賛をつのる

安定した運営
を行うため財
政のうらづけ
（人、場所
etc確保のた

め）

運営資金運営資金

場所場所

“地域の総合相談窓口”
体制体制

時間時間人材人材

ネットワークネットワーク

情報情報

ＩＴ活用ＩＴ活用

ネーミング
・ねりまホットステーション
・みんなのかけこみ寺
・なんでも相談センター

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

伊部美佐子、岩月裕美子、岩村美妙、大垣喜久江、金子禎子、
河本道雄、中島加代子



在宅児支援

赤ちゃんのいる1～2ヶ月

の母の孤立予防

すてきな区民
のみなさん！

在宅児の居場所
ぴよぴよ、にこにこ

地域概念をかえる

保育
質が高い学童保育

ネットをつかった情報

既存のリソース
（モノ、人、場所）
を活かすアイデアを！

→子育て関連
情報メールを！
ケイタイで！！

安全安心メール小中学生の子育て

ご飯をつくってまってる
家はどのくらい？

→いろいろな
検討必要

中学生の居場所

ネット社会対応

夜に子供が家の
外にいる状況！？

児童館夜開放多様性のある
乳幼児の保育

・選べる
・柔軟性

アクセスしやすいもの

学校を
行きたい学校に！

学校区と地域を
合致してほしい

医療費

公と民の役割分担
（保育所）

数も質を維持！待機はある

子育てする人が引っ越してきたい街・引越したくない街

or

今あるモノを生かす！

マイナス現状

プラスを評価する！
秋元和子、片岡豊子、黒田雛子、戸田了達、林真未、

三浦亜紀、宮下智行

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

アセットマッピング

プラスに！

子育てしやすい区子育てしやすい区



小規模多機能型居宅介護
グループホームの充実

高齢者、障害者が安心して住めるグルー
プホーム、グループケアホームの増設

要介護予防事業の周知

偏見の解消
各種講演会の実施
社会啓発

要介護になる前の
元気な方々がより
健康を保てる様に
フィットネスなど
ウェルネスの充実

配食サービス
受診介助
安否確認の在宅訪問

身近な病気の理解
うつ病、統合失調症

市民、事業体、行政
が一体的に活動出来
る推進制度創設

相談窓口の整理
関係機関の充実

自立生活支援事業

利用したいものを
素早く見つけられ
るような整備
HPや冊子

NPOの活用

存在している
ものをまとめて、
区民の窓口

ニーズを満たすた
めの役立つ、快適
な備品
車イス、手すり、
鏡、家

休日、急患診療
時間の準夜間延
長（歯科）

地域福祉向上の
為の組織見直し

24時間対応できる

体制作り（電話相談、
夜間、休日対応）

（在宅）医療機関の
ネットワーク作り 市民と専門家に

よる共同推進

緊急通報の
システムの充実

小学校単位で
町の人々が集う会を！！
（体操、ゲームなどに遊び、
地域の人と仲良くなる）

公共施設の有効活用

NPO法人の

設立助成
障害者や高齢者の
コミュニティーの
閉鎖的な環境の打破

認知症予防事業
の充実、啓発

心障者及び在宅要介護
高齢者歯科診療事業対
象者への周知

専門病院が区内にない。

社会的入院の
方々の退院促進を
支援する（精神）

法律法律

制度制度

行政行政

地域の人と関わり支え合いながら
高齢者、障害者の方が明るく暮らすこと

理解理解

ネットワークネットワーク

ボランティアボランティア

サービスサービス

医療医療

施設施設

木村 昭彦、齋藤 洋、酒井 政子、本橋 隆、
本橋 恵、森下 叔彦

事業体事業体

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

成年後見

健康・医療の充実健康・医療の充実 地域福祉の理解とネットワーク地域福祉の理解とネットワーク


